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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室外熱交換器と、
　前記室外熱交換器に併設するように設けられ、前記室外熱交換器に流出入する冷媒が流
れるヘッダーパイプと、
　前記ヘッダーパイプに略垂直に接続している第１水平部、及び当該第１水平部から上方
に延出する第１鉛直部からなるＬ字形状の第１接続管と、
　前記ヘッダーパイプを保持する保持部品と、を有し、
　前記保持部品は、
　前記ヘッダーパイプの下方を保持する下部保持部品と、
　前記下部保持部品よりも上側に位置する前記ヘッダーパイプを保持する中間保持部品と
、で少なくとも構成されており、
　前記中間保持部品が前記下部保持部品の上に連結され、前記第１水平部が前記中間保持
部品と前記下部保持部品との間を挿通している
　ことを特徴とする空気調和装置の室外機。
【請求項２】
　前記ヘッダーパイプには、
　前記第１接続管の上に、前記ヘッダーパイプに略垂直に接続している第２水平部、及び
当該第２水平部から上方に延出する第２鉛直部からなるＬ字形状の第２接続管が接続され
、
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　前記保持部品は、
　前記中間保持部品よりも上側に位置する前記ヘッダーパイプを保持する上部保持部品を
有し、
　前記上部保持部品が前記中間保持部品の上に連結され、前記第２水平部が前記上部保持
部品と前記中間保持部品との間を挿通している
　ことを特徴とする請求項１に記載の空気調和装置の室外機。
【請求項３】
　前記第１接続管の前記ヘッダーパイプ側ではない方の端部が、冷媒が流れる配管にロウ
付けされ、前記下部保持部品の上に前記第１水平部が位置している状態で前記中間保持部
品が前記下部保持部品の上に連結され、
　前記第２接続管の前記ヘッダーパイプ側ではない方の端部が、冷媒が流れる配管にロウ
付けされ、前記中間保持部品の上に前記第２水平部が位置している状態で前記上部保持部
品が前記中間保持部品の上に連結される
　ことを特徴とする請求項２に記載の空気調和装置の室外機。
【請求項４】
　前記下部保持部品の上部及び前記中間保持部品の下部には、前記下部保持部品と前記中
間保持部品とを嵌合させる第１嵌合部材が形成され、
　前記中間保持部品の上部及び前記上部保持部品の下部には、前記中間保持部品と前記上
部保持部品とを嵌合させる第２嵌合部材が形成されている
　ことを特徴とする請求項２又は３に記載の空気調和装置の室外機。
【請求項５】
　前記下部保持部品には、
　前記ヘッダーパイプの一方側の側面を支持する第１リブと、
　前記第１リブの下側に形成され、前記ヘッダーパイプの他方側の側面を支持する第２リ
ブと、
　前記第２リブの下側に形成され、前記ヘッダーパイプの下端部が設置される第３リブと
が形成されている
　ことを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の空気調和装置の室外機。
【請求項６】
　前記中間保持部品には、
　前記ヘッダーパイプの側面を支持する第４リブが形成され、
　前記上部保持部品には、
　前記ヘッダーパイプの側面を支持する第５リブが形成された
　ことを特徴とする請求項２～５のいずれか一項に記載の空気調和装置の室外機。
【請求項７】
　前記中間保持部品には、
　当該中間保持部品の底部から上側に向かって凹んで形成された第１開放部が設けられ、
　前記第１水平部は、前記第１開放部と前記下部保持部品の上面とによって形成される空
間に挿通して設けられ、
　前記上部保持部品には、
　当該上部保持部品の底部から上側に向かって凹んで形成された第２開放部が設けられ、
　前記第２水平部は、前記第２開放部と前記下部保持部品の上面とによって形成される空
間に挿通して設けられた
　ことを特徴とする請求項２～６のいずれか一項に記載の空気調和装置の室外機。
【請求項８】
　前記室外熱交換器が設置され、周縁にフランジが形成された底板を有し、
　前記底板の前記フランジと前記下部保持部品の後面側とが固定される
　ことを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載の空気調和装置の室外機。
【請求項９】
　冷媒を圧縮して吐出する圧縮機と、
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　水平断面形状が略Ｌ字であって前記底板に鉛直に立設され、前記圧縮機の側方及び後側
を覆うように設けられる側面パネルとを有し、
　前記中間保持部品の後面側と、前記側面パネルのうち前記圧縮機の後側に設けられる部
分の端部側とが固定される
　ことを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載の空気調和装置の室外機。
【請求項１０】
　前記圧縮機側と前記室外熱交換器側とを区画する仕切り板を有し、
　前記仕切り板の端部側と前記上部保持部品の前面側とが固定される
　ことを特徴とする請求項９に記載の空気調和装置の室外機。
【請求項１１】
　請求項１～１０に記載の前記空気調和装置の室外機と、室内機とを備えた
　ことを特徴とする空気調和装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和装置の室外機及びそれを備えた空気調和装置に関し、特に、室外機
に設けられる熱交換器の保持部品に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の空気調和装置には、熱交換器の両側部に設けられるヘッダーパイプのそれぞれの
中央よりやや上方及びやや下方の位置に設けられ、ヘッダーパイプを挟み込むようにして
固定する固着手段（保持部品）を有するものが提案されている（たとえば、特許文献１参
照）。
　特許文献１に記載の技術は、熱交換器を固着手段に固定して室外機などに設置し、その
後に、冷媒を熱交換器内に流入流出させるための流入流出用配管と、室外機や室内機など
の配管とを接続するためのロウ付けを実施する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平７－１１３５９３号公報（たとえば、請求項１、明細書の段落［０
０１６］、及び図１参照）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載の技術は、熱交換器の両側部に保持部品が設け、当該保持部品によっ
て熱交換器を固定してから、配管同士をロウ付けするものである。ここで、熱交換器の流
入流出用配管も、熱交換器の側部に設けられている。このため、熱交換器の流入流出用配
管と、この配管と接続する配管とのロウ付けを実施する際に、保持部品も一緒に炙ってし
まう可能性があった。
　すなわち、特許文献１に記載の技術は、ロウ付けする際のトーチの炎で保持部品を炙っ
てしまうことで、保持部品が溶融してしまい、熱交換器を確実に保持することができなく
なる可能性があった。
【０００５】
　本発明は、以上のような課題を解決するためになされたもので、熱交換器のロウ付け時
に保持部品を炙ってしまうことを抑制する空気調和装置の室外機及びそれを備えた空気調
和装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る空気調和装置の室外機は、室外熱交換器と、室外熱交換器に併設するよう
に設けられ、室外熱交換器に流出入する冷媒が流れるヘッダーパイプと、ヘッダーパイプ
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に略垂直に接続している第１水平部、及び当該第１水平部から上方に延出する第１鉛直部
からなるＬ字形状の第１接続管と、ヘッダーパイプを保持する保持部品と、を有し、保持
部品は、ヘッダーパイプの下方を保持する下部保持部品と、下部保持部品よりも上側に位
置するヘッダーパイプを保持する中間保持部品と、で少なくとも構成されており、中間保
持部品が下部保持部品の上に連結され、第１水平部が中間保持部品と下部保持部品との間
を挿通しているものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る空気調和装置の室外機によれば、保持部品が、ヘッダーパイプの下方を保
持する第１保持部品と、第１保持部品よりも上側に位置するヘッダーパイプを保持する第
２保持部品と、で少なくとも構成されており、第２保持部品が第１保持部品の上に連結さ
れ、第１水平部が第２保持部品と第１保持部品との間を挿通しているため、ロウ付け時に
保持部品を炙ってしまうことを抑制することができる。これにより、本発明に係る空気調
和装置の室外機は、保持部品が溶融してしまうことで、室外熱交換器が確実に保持できな
くなることを抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施の形態に係る空気調和装置の概要構成例図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る室外機の斜視図である。
【図３】図２に示す室外機の天面パネル、外郭パネル、側面パネル及びファンガードを除
いた分解図である。
【図４】図３に示す室外熱交換器の概要構成例図である。
【図５】上部保持部品の斜視図である。
【図６】中間保持部品の斜視図である。
【図７】下部保持部品の斜視図である。
【図８】保持部品が室外熱交換器に取り付けられた状態の後側斜視図である。
【図９】保持部品が室外熱交換器に取り付けられた状態の前側斜視図である。
【図１０】保持部品と室外熱交換器との位置関係の説明図１である。
【図１１】保持部品と室外熱交換器との位置関係の説明図２である。
【図１２】下部保持部品の取付図である。
【図１３】中間保持部品及び下部保持部品の取付図である。
【図１４】中間保持部品、下部保持部品、及び上部保持部品の取付図である。
【図１５】保持部品を、仕切り板に固定した状態の説明図である。
【図１６】保持部品を、側面パネルに固定した状態の説明図である。
【図１７】空気調和装置の冷媒回路の構成例図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
実施の形態．
　図１は、実施の形態に係る空気調和装置２００の概要構成例図である。図２は、実施の
形態に係る室外機１００の斜視図である。図３は、図２に示す室外機１００の天面パネル
１、外郭パネル２、側面パネル３及びファンガード４を除いた分解図である。図４は、図
３に示す室外熱交換器６の概要構成例図である。
　なお、以下の説明において、室外機１００の「前」とは紙面手前側を指し、「後」とは
紙面奥側を指すものとする。同様に、「右側」とは紙面右側を指し、「左側」とは紙面左
側を指すものとする。
　空気調和装置２００は、室外熱交換器６内に流入、流出させるための配管と、その他の
冷媒配管とをロウ付けする際に、室外熱交換器６を保持する部品を炙ってしまうことを抑
制する改良が加えられたものである。
【００１０】
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（構成説明）
　空気調和装置２００は、室内機６１と室外機１００とを有し、これらが冷媒配管６３で
接続されて構成されている。
　室内機６１は、冷房運転時に蒸発器として機能し、暖房運転時に凝縮器として機能する
図示省略の室内熱交換器などを有している。
【００１１】
（室外機１００）
　室外機１００は、冷房運転時に凝縮器として機能し、暖房運転時に蒸発器として機能す
る室外熱交換器６などを有しているものである。
　室外機１００の外郭は、図２に示すように、室外機１００の上面を構成する天面パネル
１と、室外機１００の前面の一部及び左側面（図示省略）を構成する外郭パネル２と、室
外機１００の右側面及び後面の一部（図１６参照）を構成する側面パネル３と、外郭パネ
ル２に設けられ、室外機１００の前面の一部を構成するファンガード４と、室外機１００
の底面を構成する底板５とによって構成されている。なお、図示省略しているが、室外機
１００の後面のうち側面パネル３以外の後面は、部分的に開放されているため、室外熱交
換器６の後面が露出している。
　室外機１００は、図３に示すように、室外機１００内の空間を左側と右側に区画する仕
切り板９と、冷媒を圧縮して吐出する圧縮機１０と、室外熱交換器６にロウ付けされる第
２冷媒配管１５及び第１冷媒配管２３と、室内機６１側の冷媒配管と接続するためのバル
ブベット１１と、水平断面形状が略Ｌ字形状の室外熱交換器６と、室外熱交換器６を保持
する保持部品５０及び側面保持部品１６と、室外熱交換器６に外気を供給するプロペラフ
ァン８と、プロペラファン８を回転させる電動機２７と、電動機２７を保持するモーター
サポート７とを有している。
【００１２】
（天面パネル１）
　天面パネル１は、室外機１００の上面を構成するものである。天面パネル１は、前側端
部及び左側端部が外郭パネル２と接触して設けられ、右側端部及び後側端部が側面パネル
３と接触して設けられている。
　なお、天面パネル１は、その前側端部、左側端部及び右側端部が、外郭パネル２の上端
部及び側面パネル３の上端部よりも外側となるように嵌められて設けられている。天面パ
ネル１は、たとえば金属板などを所定の形状に形成して構成される。
【００１３】
（外郭パネル２）
　外郭パネル２は、室外機１００の前面の一部及び左側面を構成するものである。外郭パ
ネル２は、下端部が底板５と接触して設けられ、上端部が天面パネル１と接触して設けら
れている。また、外郭パネル２のうち前面構成部分の右側端部は、側面パネル３と接触し
て設けられている。さらに、外郭パネル２のうち前面構成部分の中央部には、たとえば略
円形の外気吸込口が形成され、ファンガード４が設けられる。
　なお、外郭パネル２は、その上端部が、天面パネル１の前側端部及び左側端部よりも内
側となるように嵌められて設けられている。また、外郭パネル２の下端部は、たとえばネ
ジなどによって底板５に固定される。外郭パネル２は、たとえばＡＢＳ樹脂などで構成さ
れる。
【００１４】
（側面パネル３）
　側面パネル３は、室外機１００の右側面及び後面の一部を構成するものである。この側
面パネル３は、水平断面形状が略Ｌ字であって底板５に鉛直に立設され、圧縮機１０の側
方及び後側を覆うように設けられるものである。また、側面パネル３は、バルブベット１
１に対応する位置が開放されている。側面パネル３は、前側端部が外郭パネル２と接触し
て設けられ、上端部が天面パネル１と接触して設けられ、下端部が底板５と接触して設け
られている。
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　なお、側面パネル３は、その上端部が、天面パネル１の右側端部及び後側端部よりも内
側となるように嵌められて設けられている。また、側面パネル３の下端部は、たとえばネ
ジなどによって底板５に固定される。さらに、側面パネル３のうち、室外機１００の後面
外郭の一部を構成する部分は、保持部品５０の後面とネジなどによって固定される（図１
６参照）。側面パネル３は、たとえばＡＢＳ樹脂などで構成される。
【００１５】
（ファンガード４）
　ファンガード４は、室外機１００の前面の一部を構成し、たとえばユーザーなどがプロ
ペラファン８でケガをすることを防止するものである。ファンガード４は、外郭パネル２
のうち前面構成部分の中央部に形成された外気吸込口に設けられている。
【００１６】
（底板５）
　底板５は、室外機１００の底面を構成するものである。底板５の周縁には、鉛直に立設
するフランジ５Ａが形成されている。そして、底板５は、フランジ５Ａのうちの前外側及
び左外側が外郭パネル２と接触して設けられ、右外側及び後外側が側面パネル３と接触し
て設けられている。なお、フランジ５Ａのうち後内側は、たとえばネジなどを介して、保
持部品５０の下部が固定される（図１２参照）。
　底板５上には、室外熱交換器６、圧縮機１０、仕切り板９、保持部品５０、及び側面保
持部品１６などが設けられている。なお、底板５のうち、側面保持部品１６が設けられる
位置には、室外熱交換器６を設置するためのフランジ部（図示省略）が形成されている。
また、底板５の右側端部には、バルブベット１１が設けられている。底板５は、外郭パネ
ル２及び側面パネル３と、たとえばネジなどによって固定される。底板５は、たとえば金
属板などを所定の形状に形成して構成される。
【００１７】
（仕切り板９）
　仕切り板９は、圧縮機１０、第１冷媒配管２３、及び第２冷媒配管１５などが設けられ
る側（圧縮機室）と、室外熱交換器６、プロペラファン８、電動機２７、及びモーターサ
ポート７などが設けられる側（送風機室）とを区画するものである。仕切り板９は、その
下端部が底板５に接触して設けられている。また、仕切り板９の後側端部は、保持部品５
０に固定されて設けられている。仕切り板９は、室外機１００の前面から後面に向かう方
向における中央部あたりで、曲げ形成されている。
【００１８】
（圧縮機１０）
　圧縮機１０は、冷媒を吸入し、その冷媒を圧縮して高温・高圧の状態にして吐出するも
のである。圧縮機１０は、冷媒の吐出側が吐出管１５Ａに接続され、吸入側が吸入管２３
Ａに接続されている。そして、圧縮機１０には、図示省略をしているが、冷媒の流れを切
り替えて冷房及び暖房運転を切り替える四方弁に接続されている。
　冷房運転時においては、圧縮機１０の吐出側が、吐出管１５Ａ及び第２冷媒配管１５を
介して室外熱交換器６に接続され、圧縮機１０の吸入側が、室内機６１側の冷媒配管に接
続される（図１７参照）。
　暖房運転時においては、圧縮機１０の吐出側が、室内機６１側の冷媒配管に接続され、
圧縮機１０の吸入側が、吸入管２３Ａ及び第２冷媒配管１５を介して室外熱交換器６に接
続される。
　なお、圧縮機１０の上部には、各種制御などに利用される電装品が設けられている。
【００１９】
（第２冷媒配管１５、第１冷媒配管２３及びバルブベット１１）
　第２冷媒配管１５及び第１冷媒配管２３は、ヘッダーパイプ２１ｂに接続される配管で
ある。第２冷媒配管１５は、冷房運転時においては吐出管１５Ａを介して圧縮機１０の吐
出側に接続され、暖房運転時においては吸入管２３Ａを介して圧縮機の吸入側に接続され
る（図１７参照）。第１冷媒配管２３は、たとえば図示省略の膨張弁に接続される。
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　バルブベット１１は、室内機６１側の冷媒配管と、室外機１００側の冷媒配管とを接続
するものである。バルブベット１１は、室外機１００の右側面の下部に設けられている。
【００２０】
（室外熱交換器６）
　室外熱交換器６は、プロペラファン８によって室外機１００に取り込まれる空気と冷媒
との間で熱交換を行わせ、冷房運転時に冷媒を凝縮液化させ、暖房運転時に冷媒を蒸発ガ
ス化させるものである。また、室外熱交換器６は、図４に示すように、両端部にヘッダー
パイプ２１ａ、２１ｂが設けられている。
　室外熱交換器６は、底板５上であって、底板５の右側端部及び後側端部に沿うように設
けられている。室外熱交換器６の上部には、モーターサポート７が掛けられるようにして
設けられている。
　室外熱交換器６の一方の端部には、保持部品５０が設けられて保持されている。また、
室外熱交換器６の他方の下側端部には、室外熱交換器６を保持するための側面保持部品１
６が設けられている。すなわち、室外熱交換器６は、この側面保持部品１６によって底板
５のフランジ部に、たとえばネジなどによって固定される。
　なお、室外熱交換器６は、たとえば冷媒配管を流れる冷媒とフィンを通過する空気との
間で熱交換ができるようなコルゲートフィン熱交換器で構成するとよい。
【００２１】
　ヘッダーパイプ２１ａは、室外熱交換器６の一方の端部に設けられ、ヘッダーパイプ２
１ｂは室外熱交換器６の他方の端部に設けられている。ヘッダーパイプ２１ａ、２１ｂは
、室外熱交換器６に併設するように設けられており、底板５に対して略垂直に立設して設
けられているものである。ヘッダーパイプ２１ａ、２１ｂは、たとえばアルミを略円筒状
に形成して構成される。
　また、ヘッダーパイプ２１ｂには、第１冷媒配管２３に接続される第１接続管１９及び
第２冷媒配管１５に接続される第２接続管１８が形成されている。すなわち、冷房運転時
において、ヘッダーパイプ２１ｂには、圧縮機１０から吐出された冷媒が第２接続管１８
を介して室外熱交換器６内に流入し、室外熱交換器６で熱交換した後に第１接続管１９を
介して流出する。また、暖房運転時において、ヘッダーパイプ２１ｂには、室内熱交換器
から流出し室外機１００に戻ってきた冷媒が第１接続管１９を介して室外熱交換器６内に
流入し、室外熱交換器６で熱交換した後に第２接続管１８を介して流出する。
　なお、ヘッダーパイプ２１ｂは、第１接続管１９及び第２接続管１８と一体であっても
よい。また、ヘッダーパイプ２１ｂは、第１接続管１９及び第２接続管１８と別体であり
、第１接続管１９及び第２接続管１８がヘッダーパイプ２１ｂに後付けされるものでもよ
い。
【００２２】
　第１接続管１９は、略Ｌ字形状を有する配管である。第１接続管１９は、ヘッダーパイ
プ２１ｂから所定の長さ水平方向に延出する水平部１９ａ、及び水平部１９ａから所定の
長さ鉛直上方向に延出する鉛直部１９ｂとから構成されている。
　この第１接続管１９の鉛直部１９ｂが、第１冷媒配管２３とロウ付けされる。なお、第
１接続管１９は、高さ方向に所定の間隔を空けて、第２接続管１８の下側に設けられてい
る。
　第２接続管１８は、第１接続管１９と同様に略Ｌ字形状を有する配管である。すなわち
、第２接続管１８は、ヘッダーパイプ２１ｂから所定の長さ水平方向に延出する水平部１
８ａ、及び水平部１８ａから所定の長さ鉛直上方向に延出する鉛直部１８ｂとから構成さ
れている。なお、第２接続管１８の水平部１８ａは、第１接続管１９の水平部１９ａより
も短い。
　この第２接続管１８の鉛直部１８ｂが、第２冷媒配管１５とロウ付けされる。なお、第
２接続管１８は、高さ方向に所定の間隔を空けて、第１接続管１９の上側に設けられてい
る。
【００２３】
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（保持部品５０及び側面保持部品１６）
　保持部品５０は、室外熱交換器６を保持するものである。保持部品５０は、その下端部
が底板５と接触して設けられている。また、保持部品５０の前面は、仕切り板９の後側端
部に固定される。さらに、保持部品５０の後面は、側面パネル３のうち室外機１００の後
面外郭の一部を構成する部分と、たとえばネジなどで固定される（図１６参照）。
　保持部品５０は、たとえば板金部品などで構成してもよいが、ポリプロピレンなどの樹
脂で構成することが好ましい。これは、板金部品などと比較するとボルト固定などの作業
を省略することができ、組立性を向上させることができるためである。その他の保持部品
５０の説明については、後ほど詳細に説明する。
　側面保持部品１６も、保持部品５０と同様に室外熱交換器６を保持するものであり、室
外熱交換器６のうち保持部品５０が設けられる側とは反対側の端部の下側に設けられてい
るものである。室外熱交換器６は、この側面保持部品１６によって底板５のフランジ部に
、たとえばネジなどによって固定される。
【００２４】
（プロペラファン８、電動機２７及びモーターサポート７）
　プロペラファン８は、室外熱交換器６に外気を供給するためのものである。プロペラフ
ァン８は、自身を回転させるための電動機２７に接続されて設けられている。
　電動機２７は、プロペラファン８を回転させるものである。電動機２７は、モーターサ
ポート７によって支持されて、室外熱交換器６の前面側に設けられている。この電動機２
７は、たとえば、永久磁石などを有するローター、巻線などを有するステーター及びプロ
ペラファン８に接続されるシャフトなどによって構成される。
　モーターサポート７は、電動機２７を保持するものである。モーターサポート７は、そ
の上部が室外熱交換器６の上部に掛けられるようにして固定され、その下部が底板５上に
固定されて設けられている。
【００２５】
（保持部品５０の詳細説明）
　図５は、上部保持部品１２の斜視図である。なお、図５（ａ）は前面側から見た状態の
斜視図であり、図５（ｂ）は後面側から見た状態の斜視図である。まず、図５を参照して
上部保持部品１２について説明する。
　保持部品５０は、３つの部品から構成されている。すなわち、保持部品５０の上部を構
成する上部保持部品１２、保持部品５０の中央部を構成する中間保持部品１３、及び保持
部品５０の下部を構成する下部保持部品１４によって構成されている。
【００２６】
　上部保持部品１２の下部には、図５に示すように、中間保持部品１３と嵌合するツメ部
２０が２箇所に設けられている。より詳細には、一方のツメ部２０は、上部保持部品１２
の前面を構成する前面部１２Ａの下部であって、室外熱交換器６のヘッダーパイプ２１ｂ
側（紙面右側）に設けられている。他方のツメ部２０は、上部保持部品１２の後面を構成
する後面部１２Ｂの下部であって、室外熱交換器６のヘッダーパイプ２１ｂ側に設けられ
ている。
【００２７】
　上部保持部品１２の下部であって、ツメ部２０の形成位置の左右方向反対側には、第２
接続管１８の水平部１８ａが挿通するＵ字形状部１２Ｃが形成されている。Ｕ字形状部１
２Ｃは、上部保持部品１２の底部から上側に向かって凹んで形成されたものである。そし
て、Ｕ字形状部１２Ｃは、前後方向に平行な縦断面の形状がＵ字を上下逆さまにした形状
をしている。このＵ字形状部１２Ｃにより、中間保持部品１３の上に上部保持部品１２を
取り付けても、上部保持部品１２及び中間保持部品１３と、第２接続管１８とが干渉して
しまうことを防止することができるようになっている。
【００２８】
　上部保持部品１２は水平断面形状が略コの字形状となっており、前面部１２Ａと後面部
１２Ｂとの間には、ヘッダーパイプ２１ｂを支持するためのリブ１２Ｄが３つ形成されて
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いる。このリブ１２Ｄは、ヘッダーパイプ２１ｂの右の側面側を支持するものである。こ
のリブ１２Ｄの先端は面取り形状となっており、上部保持部品１２をヘッダーパイプ２１
ｂに嵌め込む際に抵抗なく挿入できる様に作業性が考慮されている。
　上部保持部品１２の前面部１２Ａには、保持部品５０と仕切り板９とを固定するための
ネジが挿入される穴部１２Ｅが２つ形成されている（図１６参照）。上部保持部品１２の
後面部１２Ｂには、保持部品５０と側面パネル３とを固定するためのネジが挿入される穴
部１２Ｆが１つ形成されている（図１２参照）。
【００２９】
　図６は、中間保持部品１３の斜視図である。なお、図６（ａ）は前面側の斜視図であり
、図６（ｂ）は後面側の斜視図である。次に、図６を参照して中間保持部品１３について
説明する。
　中間保持部品１３の上部には、ヘッダーパイプ２１ｂと嵌合する箇所に半円状の切欠部
１３Ｇが形成されている。
　また、中間保持部品１３の下部には、図６に示すように、中間保持部品１３と嵌合する
ツメ部４０が２箇所に設けられている。より詳細には、一方のツメ部４０は、中間保持部
品１３の前面を構成する前面部１３Ａの下部であって、室外熱交換器６のヘッダーパイプ
２１ｂ側（紙面右側）に設けられている。他方のツメ部４０は、中間保持部品１３の後面
を構成する後面部１３Ｂの下部であって、室外熱交換器６のヘッダーパイプ２１ｂ側に設
けられている。
　さらに、前面部１３Ａの上部及び後面部１３Ｂの上部には、上部保持部品１２のツメ部
２０と嵌合する切欠部１３Ｈが形成されている。
【００３０】
　中間保持部品１３の下部であって、ツメ部４０の形成位置の左右方向反対側には、第１
接続管１９の水平部１９ａが挿通するＵ字形状部１３Ｃが形成されている。Ｕ字形状部１
３Ｃは、中間保持部品１３の底部から上側に向かって凹んで形成されたものである。Ｕ字
形状部１３Ｃは、前後方向に平行な縦断面の形状がＵ字を上下逆さまにした形状をしてい
る。このＵ字形状部１３Ｃにより、下部保持部品１４の上に中間保持部品１３を取り付け
ても、下部保持部品１４及び中間保持部品１３と、第１接続管１９とが干渉してしまうこ
とを防止することができるようになっている。
【００３１】
　中間保持部品１３は水平断面形状が略コの字形状となっており、前面部１３Ａと後面部
１３Ｂとの間には、ヘッダーパイプ２１ｂを支持するためのリブ１３Ｄが５つ形成されて
いる。このリブ１３Ｄは、ヘッダーパイプ２１ｂの右の側面側を支持するものである。こ
のリブ１３Ｄの先端は面取り形状となっており、中間保持部品１３をヘッダーパイプ２１
ｂに嵌め込む際に抵抗なく挿入できる様に作業性が考慮されている。
　中間保持部品１３の後面部１３Ｂには、保持部品５０と側面パネル３とを固定するため
のネジが挿入される穴部１３Ｆが１つ形成されている。
【００３２】
　図７は、下部保持部品１４の斜視図である。なお、図７（ａ）は前面側の斜視図であり
、図７（ｂ）は後面側の斜視図である。最後に、図７を参照して下部保持部品１４につい
て説明する。
　下部保持部品１４は、前面を構成する前面部１４Ａ、及び後面を構成する後面部１４Ｂ
を有している。
　下部保持部品１４の上部には、ヘッダーパイプ２１ｂと嵌合する箇所に半円状の切欠部
１４Ｇが形成されている。
　また、前面部１４Ａの上部及び後面部１４Ｂの上部には、中間保持部品１３のツメ部４
０と嵌合する切欠部１４Ｈが形成されている。
　さらに、後面部１４Ｂには、成形上の理由により、略四角形の穴１４Ｉが形成されてい
る。この穴１４Ｉの側部には、底板５のフランジ５Ａに下部保持部品１４を固定するため
の穴部１４Ｆが形成されている。
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【００３３】
　前面部１４Ａと後面部１４Ｂとの間には、ヘッダーパイプ２１ｂを支持するためのリブ
１４Ｄ１、リブ１４Ｄ２、及びリブ１４Ｄ３が形成されている。
　リブ１４Ｄ１は、リブ１４Ｄ２の上に形成されているものであり、ヘッダーパイプ２１
ｂの右の側面側を支持するものである。リブ１４Ｄ１の先端は面取り形状となっており、
下部保持部品１４をヘッダーパイプ２１ｂに嵌め込む際に抵抗なく挿入できる様に作業性
が考慮されている。
【００３４】
　リブ１４Ｄ２は、リブ１４Ｄ１とは左右逆の方向からヘッダーパイプ２１ｂを支持する
ものである。すなわち、リブ１４Ｄ２は、ヘッダーパイプ２１ｂの左の側面側を支持する
ものである。リブ１４Ｄ２の平面視形状は、略Ｌ字形状をしている（図１１（ｄ）参照）
。そして、ヘッダーパイプ２１ｂとの接触部分はヘッダーパイプ２１ｂの側面形状に対応
するように円弧状に形成されている。
　リブ１４Ｄ２は、リブ１４Ｄ１の下であってリブ１４Ｄ３の上に形成されている。すな
わち、リブ１４Ｄ１はヘッダーパイプ２１ｂに対して左側に設けられるが、リブ１４Ｄ２
はヘッダーパイプ２１ｂに対して右側に設けられる。これにより、リブ１４Ｄ２は、挿入
されるヘッダーパイプ２１ｂが落下及び振動などによって生じる動きを抑制する機能を有
している。すなわち、リブ１４Ｄ２は、リブ１４Ｄ１とは左右逆の方向からヘッダーパイ
プ２１ｂを支持するため、ストッパーの役割をする。
【００３５】
　リブ１４Ｄ３は、ヘッダーパイプ２１ｂの下端部を載せるための土台の役割をするもの
である。リブ１４Ｄ３は、リブ１４Ｄ２の下に形成されている。
　リブ１４Ｄ３の平面視形状は、略長方形形状となっている。すなわち、リブ１４Ｄ３の
平面視面積は、リブ１４Ｄ１及びリブ１４Ｄ２に比べ広くなっており、ヘッダーパイプ２
１ｂの下端部の面全体が載る分の面積が確保されている。
【００３６】
　下部保持部品１４の前後の側面形状は非対称となっている。すなわち、前面部１４Ａと
後面部１４Ｂとを平面視した形状は、異なっている。より詳細には、保持部品５０の下部
には、下側に突き出すように形成されている突出部１４Ｊが形成されているということで
ある。
　この突出部１４Ｊは、下部保持部品１４のガタつきを抑制するものである。このことに
ついて、以下に説明する。底板５のうち、室外熱交換器６が設置される位置近傍には、下
から上に向かう凸部が形成されている（図示省略）。下部保持部品１４の底板５に対する
接地面である前面部１４Ａの下部は当該凸部上に設けられるが、後面部１４Ｂの下部につ
いては「凸部上とならない」部分がある。この「凸部上とならない」部分が、突出部１４
Ｊに対応している。これにより、突出部１４Ｊは、凸部による段差分のガタを抑制するこ
とができるようになっている。
【００３７】
　なお、本実施の形態では、Ｕ字形状部１２Ｃ、１３Ｃが、前後方向に平行な縦断面の形
状がＵ字を上下逆をした形状をしているものとして説明しているが、それに限定されるも
のではない。たとえば、Ｕ字形状部１２Ｃ、１３Ｃは、前後方向に平行な縦断面の形状が
、底辺がない四角形状や三角形などでもよい。また、リブ１２Ｄ、１３Ｄ、１４Ｄの個数
は、限定されるものではない。さらに、穴部１２Ｅ、１２Ｆ、１３Ｆ、１４Ｆの個数につ
いても限定されるものではない。
　また、本実施の形態では、保持部品５０が３つの部品から構成される、すなわち、３分
割できるものとして説明するが、それに限定されるものではなく、４つ以上の部品から構
成される、すなわち、４分割以上できるものであってもよい。この場合には、たとえば中
間保持部品１３が２分割できるように構成すればよい。
　さらに、本実施の形態では、嵌合部材として、上部保持部品１２がツメ部２０、中間保
持部品１３がツメ部４０及び切欠部１３Ｈ、下部保持部品１４が切欠部１４Ｈが形成され
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ているものとして説明したが、それに限定されるものではない。たとえば、「ツメ」と「
切欠」とが形成される部材が逆であってもよい。また、嵌合の方法が、そもそも「ツメ」
と「切欠」でなくてもよい。
【００３８】
　図８は、保持部品５０が室外熱交換器６に取り付けられた状態の後側斜視図である。な
お、図８（ａ）は、保持部品５０及び室外熱交換器６の一部の後側斜視図である。図８（
ｂ）及び図８（ｃ）は、図８（ａ）の要部拡大図である。
　図９は、保持部品５０が室外熱交換器６に取り付けられた状態の前側斜視図である。な
お、図９（ａ）は、保持部品５０及び室外熱交換器６の一部の前側斜視図である。図９（
ｂ）及び図９（ｃ）は、図９（ａ）の要部拡大図である。図８及び図９を参照して、保持
部品５０、第２接続管１８及び第１接続管１９などの位置関係について説明する。
【００３９】
　下部保持部品１４は、切欠部１４Ｈがツメ部４０と嵌合するように、中間保持部品１３
の下に設けられる。また、中間保持部品１３は、ツメ部４０が切欠部１４Ｈと嵌合するよ
うに下部保持部品１４の上に設けられ、切欠部１３Ｈがツメ部２０と嵌合するように上部
保持部品１２の下に設けられる。さらに、上部保持部品１２は、ツメ部２０が切欠部１３
Ｈと嵌合するように、中間保持部品１３の上に設けられる。
【００４０】
　室外熱交換器６のヘッダーパイプ２１ｂは、保持部品５０によって支持されている。ま
た、ヘッダーパイプ２１ｂには、保持部品５０によってヘッダーパイプ２１ｂと干渉しな
いように固定されている。
　すなわち、中間保持部品１３のＵ字形状部１３Ｃと、下部保持部品１４の上部とによっ
て形成される空間に、第１接続管１９の水平部１９ａが位置している。このため、中間保
持部品１３及び下部保持部品１４と、第１接続管１９とが干渉してしまうことを防止する
ことができる。
　また、上部保持部品１２のＵ字形状部１２Ｃと、中間保持部品１３の上部とによって形
成される空間に、第２接続管１８の水平部１８ａが位置している。このため、上部保持部
品１２及び中間保持部品１３と、第２接続管１８とが干渉してしまうことを防止すること
ができる。
【００４１】
　図１０は、保持部品５０と室外熱交換器６との位置関係の説明図１である。図１０（ａ
）が保持部品５０及び室外熱交換器６を右側から見た図である。図１０（ｂ）は、図１０
（ａ）のＹ－Ｙ断面図である。図１０（ｃ）及び図１０（ｄ）は、図１０（ｂ）の要部拡
大図である。図１０を参照して、保持部品５０及び室外熱交換器６などの位置関係につい
て説明する。
【００４２】
　図１０（ａ）に示すように、室外熱交換器６の一端側が側面支持部品１６によって支持
され、他端側が保持部品５０によって支持されることがわかる。より詳細には、室外熱交
換器６の一端側に設けられたヘッダーパイプ２１ａの下端部が側面保持部品１６によって
支持され、他方側に設けられたヘッダーパイプ２１ｂが保持部品５０によって支持されて
いることがわかる。
　図１０（ｂ）及び図１０（ｃ）に示すように、上部保持部品１２のＵ字形状部１２Ｃと
、中間保持部品１３の上部とによって形成される空間に、第２接続管１８の水平部１８ａ
が位置している。これにより、上部保持部品１２及び中間保持部品１３と、第２接続管１
８との干渉が、防止されていることがわかる。
　なお、Ｕ字形状部１２Ｃは、水平部１８ａに対して所定のクリアランスが形成されてお
り、水平部１８ａと接触していない。同様に、中間保持部品１３の上部は、水平部１８ａ
に対して所定のクリアランスが形成されており、水平部１８ａと接触していない。
【００４３】
　図１０（ｂ）及び図１０（ｄ）に示すように、中間保持部品１３のＵ字形状部１３Ｃと
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、下部保持部品１４の上部とによって形成される空間に、第１接続管１９の水平部１９ａ
が位置している。これにより、Ｕ字形状部１３Ｃ、下部保持部品１４、及び水平部１９ａ
とが干渉することが防止されていることがわかる。
　なお、Ｕ字形状部１３Ｃは、水平部１９ａに対して所定のクリアランスが形成されてお
り、水平部１９ａと接触していない。同様に、下部保持部品１４の上部は、水平部１９ａ
に対して所定のクリアランスが形成されており、水平部１８ａと接触していない。
　ヘッダーパイプ２１ｂの下端部は、リブ１４Ｄ３によって支持されている。また、ヘッ
ダーパイプ２１ｂは、左側がリブ１４Ｄ２によって支持されるとともに、右側がリブ１４
Ｄ３によって支持されており、ヘッダーパイプ２１ｂのガタつきが抑制されていることが
わかる。
【００４４】
　図１１は、保持部品５０と室外熱交換器６との位置関係の説明図２である。図１１（ａ
）が保持部品５０及び室外熱交換器６の正面図である。図１１（ｂ）は、図１１（ａ）の
Ｚ－Ｚ断面図である。図１１（ｃ）は、図１１（ａ）のＸ－Ｘ断面図である。図１１（ｄ
）は、図１１（ａ）のＷ－Ｗ断面図である。図１１を参照して、保持部品５０及び室外熱
交換器６などの位置関係について説明する。
　図１１（ａ）に示すように、室外熱交換器６の一端側が側面支持部品１６によって支持
され、他端側が保持部品５０によって支持され、また、室外熱交換器６の下側が発泡部品
１７によって保護されることがわかる。
　図１１（ｂ）に示すように、室外熱交換器６のヘッダーパイプ２１ｂは、上部保持部品
１２のリブ１２Ｄによって支持されることがわかる。
　また、図１１（ｃ）に示すように、ヘッダーパイプ２１ｂは、中間保持部品１３のリブ
１３Ｄによって支持されることがわかる。
　さらに、図１１（ｄ）に示すように、ヘッダーパイプ２１ｂは、下部保持部品１４のリ
ブ１４Ｄ２及びリブ１４Ｄ３によって支持されることがわかる。なお、リブ１４Ｄ２は、
ヘッダーパイプ２１ｂを左側から支持し、リブ１４Ｄ１は、ヘッダーパイプ２１ｂを右側
から支持し、ヘッダーパイプ２１ｂのガタつきを抑制することが可能となっている。
【００４５】
（保持部品５０の取り付け方法）
　図１２は、下部保持部品１４の取付図である。なお、図１２（ａ）は、下部保持部品１
４近傍の全体図であり、図１２（ｂ）が図１２（ａ）の要部拡大図である。図１３は、中
間保持部品１３及び下部保持部品１４の取付図である。図１４は、下部保持部品１４、中
間保持部品１３及び上部保持部品１２の取付図である。図１２～図１４を参照して、保持
部品５０の取り付け方法について説明する。
　ここで、以下の説明においては、保持部品５０と底板５、側面パネル３、及び仕切り板
９との固定に、ネジ２２Ａ～２２Ｃが用いられるものとして説明するが、それに限定され
るものではなくたとえばネジ状の部材などで代替してよい。
【００４６】
　下部保持部品１４を底板５上に設置し、ネジ２２Ａによって下部保持部品１４と底板５
のフランジ５Ａとを固定する。下部保持部品１４を固定した後に、室外熱交換器６のヘッ
ダーパイプ２１ｂが、下部保持部品１４内に設けられるように設置する。なお、室外熱交
換器６の下部には発泡部品１７が予め設けられており、底板５などによって室外熱交換器
６のフィンなどが損傷してしまうことが抑制される。
　この状態において、第１接続管１９と第１冷媒配管２３とをロウ付けする。なお、ロウ
付けが終わった状態が図１２である。ここで、下部保持部品１４が、第１接続管１９の鉛
直部１９ｂの近傍にないため、第１冷媒配管２３のロウ付け時に、下部保持部品１４を炙
ってしまうことが抑制される。
【００４７】
　次に、中間保持部品１３を、ツメ部４０が切欠部１４Ｈに嵌合するように、下部保持部
品１４上に設置する。このとき、中間保持部品１３の図示省略のリブ１３Ｄが、ヘッダー
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パイプ２１ｂを支持している。なお、中間保持部品１３を下部保持部品１４上に取り付け
る際には、たとえば、中間保持部品１３の下部が左側、中間保持部品１３の上部が右側と
なるように傾けて、ツメ部４０を切欠部１４Ｈに嵌合させ、当該嵌合箇所を軸として回転
させてヘッダーパイプ２１ｂに取り付けるとよい。
　中間保持部品１３を下部保持部品１４に取り付けた状態において、第２接続管１８と第
２冷媒配管１５とをロウ付けする。なお、ロウ付けが終わった状態が図１３である。ここ
で、下部保持部品１４及び中間保持部品１３が、第２接続管１８の鉛直部１８ｂの近傍に
ないため、第２冷媒配管１５のロウ付け時に、下部保持部品１４及び中間保持部品１３を
炙ってしまうことが抑制される。
【００４８】
　引き続き、上部保持部品１２を、ツメ部２０が切欠部１３Ｈに嵌合するように、中間保
持部品１３上に設置する。このとき、上部保持部品１２の図示省略のリブ１２Ｄが、ヘッ
ダーパイプ２１ｂを支持している。なお、上部保持部品１２を中間保持部品１３上に取り
付ける際には、たとえば、ツメ部２０を切欠部１３Ｈに狙って挿入するようにして取り付
けるとよい。
　上部保持部品１２を中間保持部品１３に取り付けた状態が図１４である。ここで、第２
接続管１８の鉛直部１８ｂと第２冷媒配管１５とのロウ付け、及び第１接続管１９の鉛直
部１９ｂと第１冷媒配管２３とのロウ付けは終えているので、上部保持部品１２が炙られ
てしまうことはない。
【００４９】
　図１５は、保持部品５０を、仕切り板９に固定した状態の説明図である。図１６は、保
持部品５０を、側面パネル３に固定した状態の説明図である。図１５及び図１６を参照し
て、保持部品５０と、仕切り板９及び側面パネル３との取り付け方法について説明する。
　保持部品５０を設置した後に、仕切り板９を室外機１００に設置する（図３参照）。そ
して、仕切り板９と上部保持部品１２とをネジ２２Ｂで固定する。すなわち、仕切り板９
には、上部保持部品１２に形成された穴部１２Ｅ（図７参照）と対応する位置に、ネジ２
２Ｂを挿入するための開口が形成されており、当該開口にネジ２２Ｂを挿入して固定する
。
【００５０】
　また、保持部品５０と側面パネル３とネジ２２Ｃで固定する。すなわち、側面パネル３
には、上部保持部品１２に形成された穴部１２Ｆと対応する位置、及び中間保持部品１３
に形成された穴部１３Ｆとに対応する位置に、ネジ２２Ｃを挿入する開口が形成されてお
り、当該開口にネジ２２Ｃを挿入して固定する。
【００５１】
（空気調和装置２００の冷凍サイクルの動作）
　図１７は、空気調和装置２００の冷媒回路の構成例図である。図１７を参照しながら、
同図で示される冷媒回路の冷凍サイクル動作について説明する。図１７において、冷房運
転時及び除湿運転時には、冷媒回路内の冷媒は実線で示す矢印の方向に流れ、一方、暖房
運転時には、冷媒回路内の冷媒は破線で示す矢印の方向に流れる。なお、室内機６１内に
は室内熱交換器７１が搭載されており、室外機１００には流路を切り替える四方弁７２及
び冷媒を膨張させる膨張弁７０が搭載されている場合を例に説明する。
　空気調和装置２００は、圧縮機１０、室外熱交換器６、膨張弁７０及び室内熱交換器７
１が、「冷媒配管」を介して接続されて冷凍サイクルを構成している。なお、「冷媒配管
」とは、上述した冷媒配管６３、第１冷媒配管２３、第２冷媒配管１５、吐出管１５Ａ、
吸入管２３Ａ、第１接続管１９及び第２接続管１８などに対応する配管である。
【００５２】
　室内熱交換器７１は、ファン（図示省略）によって室内機６１に取り込まれる室内空気
と冷媒との間で熱交換を行わせ、暖房運転時に冷媒を凝縮液化させ、冷房運転時に冷媒を
蒸発ガス化させるものである。
　四方弁７２は、暖房運転時における冷媒の流れと冷房運転時における冷媒の流れを切り
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替えるものである。この四方弁７２は、暖房運転時において、圧縮機１０の吐出側と室内
熱交換器７１を接続するとともに、圧縮機１０の吸引側と室外熱交換器６を接続する。ま
た、冷房運転時において、圧縮機１０の吐出側と室外熱交換器６を接続するとともに、圧
縮機１０の吸引側と室内熱交換器７１を接続する。
　膨張弁７０は、冷媒回路を流通する冷媒を減圧して膨張させるものである。膨張弁７０
は、一方が室外熱交換器６に接続され、他方が室内熱交換器７１に接続されている。この
膨張弁７０は、開度が可変に制御可能なもの、たとえば電子式膨張弁などで構成するとよ
い。
【００５３】
　まず、冷房運転について説明する。冷房運転開始時に、冷媒回路内の冷媒が図１７の実
線で示す方向に流れるように、四方弁７２の接続が切り替えられる。圧縮機１０によって
圧縮され吐出された気体冷媒は、四方弁７２を経由して、室外熱交換器６へ流入する。こ
の室外熱交換器６に流入した気体冷媒は、ファンから供給される外気と熱交換を実施して
凝縮し、室外熱交換器６から流出する。この室外熱交換器６から流出した冷媒は、膨張弁
７０に流入し、この膨張弁７０によって膨張され減圧される。減圧された冷媒は、室内熱
交換器７１に流入し、ファンから供給される室内空気と熱交換が実施されて気化し、室内
熱交換器７１から流出する。この室内熱交換器７１から流出した気体冷媒は、四方弁７２
を介して圧縮機１０に吸引される。
【００５４】
　次に、暖房運転について説明する。暖房運転開始時に、冷媒回路内の冷媒が図１７に示
す破線で示す方向に流れるように、四方弁７２の接続が切り替えられる。圧縮機１０によ
って圧縮され吐出された気体冷媒は、四方弁７２を経由して、室内熱交換器７１に流入す
る。この室内熱交換器７１に流入した気体冷媒は、ファンから供給される室内空気と熱交
換を実施して凝縮し、室内熱交換器７１から流出する。この室内熱交換器７１から流出し
た冷媒は、膨張弁７０に流入し、この膨張弁７０によって膨張され減圧される。減圧され
た冷媒は、室外熱交換器６に流入し、ファンから供給される室外空気と熱交換が実施され
て気化し、室外熱交換器６から流出する。この室外熱交換器６から流出した気体冷媒は、
四方弁７２を介して圧縮機１０に吸引される。
【００５５】
（実施の形態に係る空気調和装置の室外機１００の有する効果）
　本実施の形態に係る空気調和装置の室外機１００は、３分割可能な保持部品５０を有し
ており、下部保持部品１４が第１接続管１９より下側に設けられ、中間保持部品１３が第
２接続管１８より下側に設けられている。
　このため、ヘッダーパイプ２１ｂの第２接続管１８と第２冷媒配管１５、第１接続管１
９と第１冷媒配管２３をロウ付けする際に、トーチの炎が保持部品５０を炙ってしまうこ
とが抑制され、保持部品５０が溶融してしまうことを防止することができる。すなわち、
室外機１００は、保持部品５０が溶融して室外熱交換器６を確実に保持することができな
くなることを防止することができる。
【００５６】
　本実施の形態に係る空気調和装置の室外機１００は、第１接続管１９と第１冷媒配管２
３のロウ付けし終わった後に中間保持部品１３を取り付け、第２接続管１８と第２冷媒配
管１５のロウ付けし終わった後に上部保持部品１２を取り付ける。このため、保持部品５
０によってロウ付け作業が邪魔されることがない分ロウ付け作業性を向上させることがで
きる。
【００５７】
　本実施の形態に係る空気調和装置の室外機１００の保持部品５０は、ツメ部２０及び切
欠部１３Ｈとツメ部４０及び切欠部１４Ｈを有するものであり、たとえば、ヒンジ形状を
有する部材などと比較すると、より容易に室外熱交換器６に取り付け可能であり組み立て
性に優れている。
【００５８】
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　本実施の形態に係る空気調和装置の室外機１００は、ヘッダーパイプ２１ｂがアルミ製
ではなくその他の金属であっても、同様の効果を奏することは言うまでもない。
【００５９】
　また、たとえばフィンアンドチューブ型の熱交換器を採用しているユニットに、熱交換
器を入れ替えてコルゲートフィン熱交換器を搭載する際にも、本実施の形態に係る空気調
和装置の室外機１００は、ロウ付け作業性及び組み立て性が向上させることができる。
　すなわち、たとえばフィンアンドチューブ型の熱交換器を、熱交換器の構造が大きく異
なるコルゲートフィン熱交換器に入れ替えて搭載し、熱交換器以外の外郭部品を共通に使
用するような場合においても、保持部品５０を設けることによってロウ付け作業性及び組
み立て性が向上させることができる。
【００６０】
　なお、本実施の形態に係る空気調和装置の室外機１００の室外熱交換器６は、ヘッダー
パイプ２１ｂに第２接続管１８及び第１接続管１９が２つ設けられた場合を例に説明した
が、それに限定されるものではない。
　たとえば、ヘッダーパイプ２１ａに第２接続管１８が接続され、ヘッダーパイプ２１ｂ
に第１接続管１９が接続された室外熱交換器６においても、適用可能である。この場合に
は、第２接続管１８に、２分割可能な保持部材を設けるとともに、第１接続管１９に２分
割が可能な保持部材を設ければよい。
【符号の説明】
【００６１】
　１　天面パネル、２　外郭パネル、３　側面パネル、４　ファンガード、５　底板、５
Ａ　フランジ、６　室外熱交換器、７　モーターサポート、８　プロペラファン、９　仕
切り板、１０　圧縮機、１１　バルブベット、１２　上部保持部品、１２Ａ　前面部、１
２Ｂ　後面部、１２Ｃ　Ｕ字形状部（第２開放部）、１２Ｄ　リブ（第５リブ）、１２Ｅ
　穴部、１２Ｆ　穴部、１３　中間保持部品（第２保持部品）、１３Ａ　前面部、１３Ｂ
　後面部、１３Ｃ　Ｕ字形状部（第１開放部）、１３Ｄ　リブ（第４リブ）、１３Ｆ　穴
部、１３Ｇ　切欠部、１３Ｈ　切欠部（第２嵌合部材）、１４　下部保持部品（第１保持
部品）、１４Ａ　前面部、１４Ｂ　後面部、１４Ｄ１　リブ（第１リブ）、１４Ｄ２　リ
ブ（第２リブ）、１４Ｄ３　リブ（第３リブ）１４Ｆ　穴部、１４Ｇ　切欠部、１４Ｈ　
切欠部（第１嵌合部材）、１４Ｉ　穴、１４Ｊ　突出部、１５　第２冷媒配管、１５Ａ　
吐出管、１６　側面保持部品、１７　発泡部品、１８　第２接続管、１８ａ　水平部（第
２水平部）、１８ｂ　鉛直部（第２鉛直部）、１９　第１接続管、１９ａ　水平部（第１
水平部）、１９ｂ　鉛直部（第１鉛直部）、２０　ツメ部（第２嵌合部材）、２１ａ、２
１ｂ　ヘッダーパイプ、２２Ａ～２２Ｃ　ネジ、２３　第１冷媒配管、２３Ａ　吸入管、
２７　電動機、４０　ツメ部（第１嵌合部材）、５０　保持部品、６１　室内機、６３　
冷媒配管、７０　膨張弁、７１　室内熱交換器、７２　四方弁、１００　室外機、２００
　空気調和装置。
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